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海を望む迷宮都市
織田裕二主演の映画のタイトルにもなり、話題を集めるアマルフィ。

中世イタリアの海洋都市として名を馳せたアマルフィは、

海に開く渓谷の狭い斜面にへばりつくように迫力ある斜面都市を形成した。

海の門から旧市街に入ると、高台に聳
そび

えるイスラム風のエキゾチックな大聖堂の広場に躍り出る。

その背後には、路地が入り組む複雑極まりない立体迷宮空間が続き、光と闇の変化を演出。

上り詰めた高台から見晴らす壮大なパノラマは、まさに世界最高の絶景だ。


